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データ連携の意義
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スマート防災は、サブ課題Ａ～Ｅによって構成されるが、
レジリエントで安全・安心な社会の構築というミッショ
ン達成に向けては、各サブ課題がそれぞれのミッション
に向けて研究開発を推進することに加えて、各サブ課題
（研究開発テーマ）が創出するデータの連携も推進する
ことで、課題全体として、より効率的・効果的な災害対
応に貢献していく。



データ連携の目指すべき姿
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 解決すべき「現状の課題」、それを解決する「連携」、その結果生み出さ
れる「成果」を明確にし、３つの出口（インフラ管理者、住民・企業・市
町村等、災害実動部隊）を設定。

 SIP 第1期、第2期で開発したSIP4Dを活用した連携を推進

Information Pipeline

（A）災害情報の広域
かつ瞬時把握・共有

（Ｅ）防災デジタル
ツインの構築

（Ｂ）リスク情報によ
る防災行動の促進

（Ｄ）流域内の貯留機
能を最⼤限活⽤した
被害軽減の実現

（C）災害実動機関に
おける組織横断の
情報共有・活用

住民・企業・市町村等 災害実動機関・
現地対策本部

インフラ管理者

政府機関
指定公共
機関

他課題



データ連携での実施事項
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データカタログの整備
サブ課題が保有・提供可能なデータの具体的な内容（データ項目、
精度、受け渡し方法）について整理

1対1連携
サブ課題での１対１連携の促進。連携表の作成（具体的な連携デー
タと効果の確認）

全体連携に向けたシナリオ作成
災害時における国・自治体、各機関、個人等の時系列の役割、活動
と、各サブ課題で創出された成果の位置づけと効率的なデータ連携
を明確化するため、災害時におけるシナリオについて検討を行う。

① 災害時の想定シナリオ
② SIP３期の課題を想定したシナリオ
③ 全体実証実験に向けたシナリオ

これらのシナリオをもとに、実証実験等で各課題の具体的な成果と
データ連携の効果を評価検証。



A 1 GeoSpace電子地図 商用データのため不可

A 2
日本全土の高解像度土地被覆分類
地図

裸地、草地、開発地（建物と
道路以外の人工物）、道路、
樹木、水、農地、建物の8クラ
スに関する画素単位の分類
地図

限られた範囲（例：緯度経度
1°x1°）であれば電子送付。
全国を希望する場合はSSDや
HDDなどにて送付。

可能

A 3 衛星データ汎用解析AIモデル

東大：
裸地、草地、開発地（建物と
道路以外の人工物）、道路、
樹木、水、農地、建物の8クラ
スに関する土地被覆の変化を
画素単位で推定するAIモデル
三菱電機：
AIモデルを他機関に提供する
ことは不可

東大：
電子送付

商用衛星データが含まれた売
は調整が必要

A 4
衛星データ汎用解析による水域・浸
水域抽出データ

常水域および浸水域のラベル
情報

・システム間データ連携
（SIP4D等）
・サーバ、クラウド
・SDカード
等

商用データを使用しており不
可

A 5 衛星データ浸水域自動解析データ
SAR衛星による自動解析によ
る浸水域と地図情報を組み合
わせたもの

データ送付
商用データを使用しており不
可

A 6 被災域に含まれる建物棟数 SIP4Dを活用して提供予定
商用データを使用しており不
可

A 7 被災域内の建物被害額 SIP4Dを活用して提供予定
商用データを使用しており不
可

 

 

　

SIP後のデータ公開
（Open data可能かどうか）

サブ課題
番号(to)

番号 データ受け渡し方法データ名 データに含まれる項目
提出
サブ
課題

A 1 GeoSpace電子地図 商用データのため不可

A 2
日本全土の高解像度土地被覆分類
地図

裸地、草地、開発地（建物と
道路以外の人工物）、道路、
樹木、水、農地、建物の8クラ
スに関する画素単位の分類
地図

限られた範囲（例：緯度経度
1°x1°）であれば電子送付。
全国を希望する場合はSSDや
HDDなどにて送付。

可能

A 3 衛星データ汎用解析AIモデル
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裸地、草地、開発地（建物と
道路以外の人工物）、道路、
樹木、水、農地、建物の8クラ
スに関する土地被覆の変化を
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ことは不可

東大：
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等

商用データを使用しており不
可

A 5 衛星データ浸水域自動解析データ
SAR衛星による自動解析によ
る浸水域と地図情報を組み合
わせたもの

データ送付
商用データを使用しており不
可
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商用データを使用しており不
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商用データを使用しており不
可

 

 

　

SIP後のデータ公開
（Open data可能かどうか）

サブ課題
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番号 データ受け渡し方法データ名 データに含まれる項目
提出
サブ
課題
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道路以外の人工物）、道路、
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スに関する画素単位の分類
地図
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等

商用データを使用しており不
可

A 5 衛星データ浸水域自動解析データ
SAR衛星による自動解析によ
る浸水域と地図情報を組み合
わせたもの

データ送付
商用データを使用しており不
可

A 6 被災域に含まれる建物棟数 SIP4Dを活用して提供予定
商用データを使用しており不
可

A 7 被災域内の建物被害額 SIP4Dを活用して提供予定
商用データを使用しており不
可

 

 

　

SIP後のデータ公開
（Open data可能かどうか）
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提出
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SIP後のデータ公開
（Open data可能かどうか）

サブ課題
番号(to)

番号 データ受け渡し方法データ名 データに含まれる項目
提出
サブ
課題

データカタログの整備

データ連携での活動状況
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 データカタログを作成し、月1回の会合を通じて30の1対1連携候補を検討
 全体実証実験シナリオの作成と実証実験場所(地震・津波、風水害)を選定
 2024年度「みちのくALERT」において前倒しでデータ連携を実施
 他課題との連携を促進するため、DATA-EXとの接続を検討

★サブ課題連携加速に向けたデータ連携タスクフォースの設置

年度
マイルストーン

個別連携 全体連携
2023 データカタログ

の作成・更新
年度末までに実証実験場所を決定
（実証実験場所は一か所でなくても
よい）
どのようなシナリオにするのか？
マルチハザードのシナリオ

2024 1対1の連携準備
（技術開発）
（現在の実施計
画内で実施）
年度末までに1
対1連携カタロ
グを整備

全体連携におけるシナリオの策定

2025 前半(ステージ
ゲート）までに
1対1のデータ連
携を複数示す

ステージゲートまでに全体連携にお
けるデータの流れのフローを作成
全体連携にむけたデータカタログの
作成・更新

2026 全体連携の準備（技術開発）
年度末までに、全体連携に関する予
備実験を実施
課題間連携に対応

2027 前半、全体連携実証実験の実施

A B C D E-1-1 E-1-2 E-2

A
田口
仁

B→A
リアルタイム風水害予測データ
　⇒被害状況の瞬時把握
浸水予測のために取得する各種観測
データ
　⇒被害状況の詳細把握

C→A
災害現場の生のデータ（浸水被害、道
路や各種インフラの被害）
　⇒被害状況の瞬時把握、観測エリア
選定

D→A
リアルタイム氾濫リスク評価データ
　⇒観測トリガリングデータ
センシングデータや被害状況に関する
情報
　⇒被害状況の瞬時把握、詳細把握

E-1-1→A
ハザード予測データ
　⇒観測トリガリングデータ
E-1-1→A
災害シミュレーションデータ
　⇒機械学習教師データ

E-1-2→A
リアルタイム津波ハザード予測情報、人
口異常検知、対流予測結果
　⇒観測トリガリングデータ
E-1-2→A
被災構造物生成データ
　⇒機械学習教師データ
屋内ドローンデータ
　⇒サイバー空間内の動きやセンシン
グのシミュレーション技術

B
新屋
孝文

A→B
被災エリア情報・被害状況推定情報(リ
アルタイム衛星画像)
　⇒リアルタイム浸水範囲把握システム

C→B
災害現場の生のデータ（浸水域情報）
　⇒風水害影響予測技術

D→B
氾濫リスク情報
　⇒リスク情報を創出するための入力
情報

E-1-1→B
不動産情報
　⇒

E-1-2→B
リアルタイム津波浸水予測のハザード
予測情報
　⇒要避難者数把握、津波避難指示発
令

E-2→B
社会基盤データ等
　⇒仮想洪水体験システムを用いたリ
スクコミュニケーション、水災害リスク・レ
ジリエンス評価支援基盤システム、リア
ルタイム災害リスク情報の生成

C
伊勢
正

A→C
災害情報
　⇒仮想災害対応シミュレータの与条
件
A→C
センシングデータ・被害状況瞬時把握
情報
　⇒現場最前線への情報提供
A→C
室内ドローンによるリアルタイム情報
　⇒実働機関の救助等

B→C
風水害影響予測技術によるハザード情
報
　⇒実働機関の二次災害防止

D→C
氾濫リスク評価によって得られる情報
　⇒警戒活動のトリガー情報・二次災害
防止

E-1-1→C
ハザードマップ
　⇒災害実働部隊の活動計画立案・初
動期の意思決定・警戒活動のトリガー
情報・二次災害防止

E-1-2→C
リアルタイム津波浸水被害予測
　⇒災害実働部隊の活動計画立案・初
動期の意思決定・警戒活動のトリガー
情報・二次災害防止

D
岡部
真人

A→D
センシングデータ・被害状況の瞬時把
握情報
　⇒水門・排水機場のトリガー情報

B→D
大規模アンサンブル気象予測データを
用いた水害ハザード予測データ
　⇒氾濫リスク評価

C→D
災害現場の生のデータ（浸水域情報）
　⇒氾濫リスク評価の事前学習の教師
データ

E-1-1→D
河川系デジタルツイン技術
　⇒シミュレーション入力データ・貯留効
果の評価

E-1-1
大石
哲

A→E-1-1
衛星マルチセンシングデータ
　⇒構造物の妥当性検証

C→E-1-1
災害現場の生のデータ
　⇒事前学習モデルのインプットデー
タ・事後の検証データ

D→E-1-1
既存水利インフラ施設群の情報
　⇒デジタルツイン作製データ
暗黙知から形式知化されえる水門操作
情報
　⇒シミュレーションで活用
貯留効果を反映した流域スケールモデ
ル・洪水流量の確率評価結果
　⇒ハザードマップ作製

E-1-2→E-1-1
大阪万博会場のデータ
　⇒津波浸水予測のショーケース提示

E-2→E-1-1
高詳細デジタルツインにおける連携に
よる解析

E-1-2
撫佐
昭裕

A→E-1-2
衛星データに基づく被災エリア情報
収集・集約したセンシングデータ
　⇒社会影響予測のインプットデータ

C→E-1-2
災害現場の生のデータ
　⇒事前学習モデルのインプットデー
タ・事後の検証データ、異常検知

D→E-1-2
浸水域内暴露人口推計情報(デジタル
ツイン側で提供する暴露人口推計の
ダッシュボードに推定洪水・浸水予測結
果を入力)
　⇒人流データの解析から得られる人
口異常検知・滞留予測の検証

E-1-1→E-1-2
東北地方の港湾構造物のデジタルツイ
ンは持っておられると思いますが，設計
図から港湾構造物のデジタルツインを
作ることは可能です．大阪湾の港湾構
造物のデジタルツインについては提供
可能です．

E-2→E-1-2
港湾構造物のヘルスモニタリング・海岸
施設稼働状況・施設被害(防波堤の沈
下の有無や水門の開閉状況)
　⇒リアルタイム津波浸水被害予測の
精度向上

E-2

サブ課題
サブ課題からデータまたは情報を提供する側

他サブ
課題か
らデー
タまた
は情報
を取得
し活用
する側

連携
責任者

サブ課題間データ連携表

データ連携ロードマップ



データ連携のロードマップと進捗
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前半：サブ課題間の１対１連携を複数構築
後半：課題内の全体連携を進め、実証実験で検証

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

実証実験
場所策定

シナリオ
策定

データフ
ロー作成

連携準備

課題間連携対応

実証実験

予備実験

データカ
タログ作
成・更新

データカタ
ログ整備

データカタ
ログ作成・
更新

(全体連携)

全体連携

１対１連携 みちのくALERT
連携準備 データ連携

実現

(連携前倒し)



A B C D E-1-1 E-1-2 E-2

A

優先順位１
B→A
「リアルタイム浸水範囲把握システム」で収
集・生成される観測データ、浸水域
⇒衛星観測の開始や範囲を設定するトリ
ガー情報へ活用（A-1）するとともに、常時
被害把握プロダクト（異常域、被害域）の
生成へ活用（A-3）。（提供いただくデータ
の種類は要調整）

みちのくALERT対応
優先順位１
C→A
災害現場の生のデータ（浸水被害、道路
や各種インフラの被害、ドローン等）
⇒衛星観測エリアの選定への活用（A-1）、
常時被害把握プロダクトへの活用（A-3）。
みちのくアラートを活用して連携した実証
を実施。

(2025年度以降に具体化)
優先順位２
D→A
リアルタイム氾濫リスク評価データ
⇒常時被害把握プロダクトへの活用（A-
3）、衛星観測のタイミングおよびエリア選
定への活用（A-1）。（提供いただくデータ
の種類は要調整）

(2025年度以降に具体化)
（優先順位検討中）
E-1-1→A
被災した都市の構造物を生成したデータを
事前学習モデルのインプットデータに(A-1)
⇒学習精度の向上、多リンク系ドローンの
動き、センシングのシミュレーション技術開
発に活用。

みちのくALERT対応
優先順位１
E-1-2→A→E-1-2
E-1-2津波浸水シミュレーションの津波浸
水範囲の予測結果をAに提供。
Aは予測結果をもとに、その範囲の衛星画
像を解析し、解析結果をE-1-2へ提供。
⇒救援救助経路を算出し、津波被害状況
の把握に活用。

【E-1-2ヒアリング結果】
優先順位検討中
E-1-2→A
ハザード予測から緊急観測エリアの提案
人口異常検知・滞留予測から緊急観測エ
リアの提案

B

優先順位２
A→B
衛星画像の解析による浸水情報データ
⇒リアルタイム浸水予測情報への反映を
検討(浸水センサ等で生成される浸水情報
と、衛星情報から抽出する浸水範囲とを調
整)、氾濫計算モデルの検証

優先順位１
D→B
主要な水理インフラ施設群を反映した降雨
流出氾濫モデルによる氾濫リスク評価
⇒目的別の氾濫リスク評価検討や企業等
が実施するリスク評価支援への反映

【E-1-2ヒアリング結果】
優先順位検討中
E-1-2→B
ハザード予測情報から避難情報プロダク
ツの提供
人口異常検知からソーシャルアラートの発
信

C

みちのくALERT対応
優先順位１  A→C
災害情報
⇒仮想災害対応シミュレータの与条件
センシングデータ・被害状況瞬時把握情報
⇒現場最前線への情報提供
ドローンによるリアルタイム情報
⇒実動機関の救助等

優先順位３
B→C
風水害影響予測技術によるハザード情報
⇒実動機関の二次災害防止

優先順位３
D→C
氾濫リスク評価によって得られる情報
⇒警戒活動のトリガー情報・二次災害防止

みちのくALERT対応
優先順位１　E-1-1→C
E-1-1→C
ハザードマップ
⇒災害実動部隊の活動計画立案・初動期
の意思決定・警戒活動のトリガー情報・二
次災害防止

みちのくALERT対応
優先順位１　E-1-2→C
優先順位２　C→E-1-2
リアルタイム津波浸水被害予測
　⇒災害実動部隊の活動計画立案・初動
期の意思決定・警戒活動のトリガー情報・
二次災害防止

【E-1-2ヒアリング結果】
優先順位検討中
E-1-2→C
SIP4Dへの情報流通、ISUTへの対応情報
プロダクツの提供
ハザード予測情報から実動支援情報プロ
ダクツ（訓練時シナリオ含む）の提供
実動機関メンバーの活動最適化（物資輸
送、要員配置、搬送計画など、要議論）

D

優先順位１
B→D
B,D共通の検討流域における大規模アン
サンブル気象予測データ、流域の情報等
の提供
⇒氾濫リスク（浸水深等）の評価

優先順位2
E-1-1→D
河川系デジタルツイン技術
⇒シミュレーション入力データ・貯留効果の
評価

【E-1-2ヒアリング結果】
優先順位検討中
E-1-2→D
ハザード予測情報からリアルタイム曝露人
口推計情報の提供
被災地の人流モニタリング、人口異常検知

E-
1-
1

(2025年度以降に具体化)
優先順位３
A→E-1-1
衛星マルチセンシングデータ
⇒構造物の妥当性検証

優先順位５
C→E-1-1
災害現場の生のデータ
⇒事前学習モデルのインプットデータ・事
後の検証データ

優先順位４
D→E-1-1
既存水利インフラ施設群の情報
⇒デジタルツイン作製データ
暗黙知から形式知化される水門操作情報
⇒シミュレーションで活用
貯留効果を反映した流域スケールモデル・
洪水流量の確率評価結果
⇒ハザードマップ作製

優先順位２
E-1-2→E-1-1
30m格子での津波最大浸水深のデータ
⇒地震被害想定域における津波被害想定
域については，津波被害で計量するように
システム化

優先順位１
E-2→E-1-1
デジタルツイン基盤情報
⇒高詳細デジタルツインにおける連携によ
る解析

E-
1-
2

みちのくALERT対応
優先順位検討中
津波被災域の衛星画像の受信方法と可視
化の検討
⇒実際の津波被害状況の把握

【E-1-2ヒアリング結果】
優先順位検討中
A→E-1-2
観測情報（地図情報、数量化した情報）、
最適化与条件

【E-1-2ヒアリング結果】
優先順位検討中
B→E-1-2
社会動態の情報、災害リスク情報

みちのくALERT対応
優先順位検討中
被災地に入った自衛隊等による被害情報
（浸水域）の受信方法と可視化の検討
⇒実際の津波被害状況の把握

【E-1-2ヒアリング結果】
優先順位検討中
C→E-1-2
実動機関メンバーの活動情報（輸送計画、
要員配置、搬送計画など、要議論）

優先順位検討中
D→E-1-2
水門開閉情報の受信方法とシミュレーショ
ンへの活用方法の検討
⇒より精度の高い被害予測に活用

【E-1-2ヒアリング結果】
優先順位検討中
D→E-1-2
ハザード予測情報

優先順位検討中
E-1-1→E-1-2
神戸市の一部地域における「・液状化して
沈下した地形データ」と「港湾構造物の
データ」を津波浸水シミュレーションへ組込
む方法の検討
⇒神戸市の精細な津波浸水シミュレーショ
ンの実現

【E-1-2ヒアリング結果】
優先順位検討中
E-2→E-1-2
海岸施設の構造ヘルスモニタリング・海岸
施設稼働状況
⇒浸水被害予測の信頼性向上
センサデータ（時系列）

E-
2

【E-1-2ヒアリング結果】
優先順位検討中
E-1-2→E-2
ターゲットエリアでの実証・連携（老朽化し
たインフラへの津波リスク評価、ハザード
予測・人流把握の両面からインフラへの被
害把握、時系列データ分析による異常検
知、量子技術の適用・応用（施工計画最適
化）、インフラ整備効果のWhat-if分析）

サブ
課題

サブ課題からデータまたは情報を提供する側

他
サ
ブ
課
題
か
ら
デ
ー

タ
ま
た
は
情
報
を
取
得
し
活
用
す
る
側

みちのくALERT対応
優先順位１

E-1-2→A

E-1-2津波浸水シミュレーションの津波

浸水範囲の予測結果をAに提供。

Aは予測結果をもとに、その範囲の衛

星画像を解析し、解析結果をE-1-2へ

提供。

⇒救援救助経路を算出し、津波被害状

況の把握に活用。

みちのくALERT対応
優先順位１ E-1-2→C

リアルタイム津波浸水被害予測

⇒災害実動部隊の活動計画立案・初

動期の意思決定・警戒活動のトリガー

情報・二次災害防止

みちのくALERT対応
優先順位検討中

C→E-1-2

被災地に入った自衛隊等による被害

情報（浸水域）の受信方法と可視化の

検討

⇒実際の津波被害状況の把握

みちのくALERT対応
優先順位検討中

A→E-1-2

津波被災域の衛星画像の受信方法と

可視化の検討

⇒実際の津波被害状況の把握

サブ課題間 １対１連携
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１対１連携 データ提供マトリックス
各サブ課題での検討事項と実施状況

B＞D
B,D共通の検討流域における大規模アンサンブル
気象予測データ、流域の情報等の提供
⇒氾濫リスク（浸水深等）の評価

E-1-2＞A
みちのくALERT対応
E-1-2津波浸水シミュレーションの津波浸水範囲
の予測結果をAに提供。
Aは予測結果をもとに、その範囲の衛星画像を解
析し、解析結果をE-1-2へ提供。
⇒救援救助経路を算出し、津波被害状況を把握。



風水害におけるデータ連携のシナリオ（現時点までの進展）
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 発災前〜発災数日後
 予測->状況把握->災害対応
 事前対応から実対応までシームレスに情報把握
 災害の場所が移動していくのに伴い「データ連携」が繰り返される

現
状
課
題

デ
ー
タ
連
携

出
口

平時 7日前～発災直前 発災直後～72時間 3日後～

• 地域住民や立地企業
等が迫りつつある危険や
脅威を示す情報を過小
に評価している 等

• 住民が水災害の発生
時の避難行動を理解し
ておらず、避難行動を
決断できない 等

• 被災範囲・規模が分からず、適切な人員配
置が困難

• 被害箇所やその拡大状況が分からず、災害
活動中に二次被害の恐れ 等

• インフラ復旧の優
先度付けができ
ず、効果的な復
旧が困難 等

サブ課題A 災害時被害状況常時把握の推計情報 / 被害推計情報（衛星観測）

流域ｲﾝﾌﾗ管理者
流域内の貯留
機能の最大活用

住民・企業・市町村
リスク情報による
防災行動の促進

災害実動機関
迅速かつ
的確な初動

サブ課題C 災害現場の情報（浸水被害、道路被害等）

発
災

サブ課題B 大規模アンサンブル気候予測データ /風水害ハザード・リスク情報

サブ課題D 氾濫リスク評価データ / 河川流量データ



地震・津波におけるデータ連携のシナリオ（現時点までの進展）
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現
状
課
題

デ
ー
タ
連
携

出
口

平時 発災直後～72時間 3日後～

• 地域住民や立地企業
等が迫りつつある危険や
脅威を示す情報を過小
に評価している 等

• 被災範囲・規模が分からず、適切な人員配置が困難
• 被害箇所やその拡大状況が分からず、災害活動中に二次被害の恐れ 等

• インフラ復旧の優
先度付けができ
ず、効果的な復
旧が困難 等

災害実動機関
迅速かつ安全な
救助・災害対応

発
災

サブ課題A 災害時被害状況常時把握の推計情報 / 被害推計情報（衛星観測）

サブ課題C 災害現場の情報（浸水被害、道路被害 等）

サブ課題E-1-1 デジタルツイン解析結果（液状化地形データ / 港湾・都市構造物データ 等）

サブ課題E-1-2 デジタルツイン計算結果（津波ハザード予測 / 異常検知 等）

 発災〜復旧・復興
 状況把握->災害対応->復旧・復興
 発災直後、多量の情報が集中
 被害の影響が長引くに伴い「複合災害」の懸念



具体的データ連携の取り組み例 みちのくALERT2024
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自衛隊の訓練プログラムである「みちのくALERT2024」に参加し、成
果とデータ連携の実証を試みる。

目的 自衛隊、自治体、関係機関が連携し、災害対応能力の向上
内容 初動対処、情報収集・共有、人命救助、認識共有など
時期 R6.11.15-17

訓練イメージ

実動部隊の活動イメージ

訓練の全景イメージ



SIP4D

具体的データ連携の取り組み例 みちのくALERT2024
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サブ課題A（災害情報の広域かつ瞬時把握・共有：被害推計情報）、サブ課題C
（災害実動機関における組織横断の情報共有・活用：知覚データ）、サブ課題E-
1-2（津波災害デジタルツインの構築とスマート・レジリエンスの実現：津波浸
水予測情報）間での、SIP4Dを用いた創出データの連携を実施

CPOS
(SIP4D-Xedge)

発報

覚知

仮想災害
対応SIM

サブ課題C内連携

A-DHN
(X-ICS)

覚知データ

二次被害防止アラート 覚知データ

仮想災害対応
SIM算出結果

覚知データ

被害推計情報

津波浸水予測情報

サブ課題E-1-2

サブ課題C

）
FLOS

（X-FACE）

サブ課題A

被害推計情報

覚知データ
津波浸水予測情報

津波災害
デジタルツン

SIP4D-
Sence

地震発生

スパコンによる
津波解析

各種センサー
データの統合

対策本部災害現場 後方支援



データ連携のまとめ

12

データ連携では、
 データカタログ
 １対１連携
 全体連携に向けたシナリオ作成
① 災害時の想定シナリオ
② SIP３期の課題を想定したシナリオ
③ 全体実証実験に向けたシナリオ

• 風水害におけるデータ連携のシナリオ
• 地震・津波におけるデータ連携のシナリオ

具体的データ連携の取り組み例
 みちのくALERT2024 （前倒しの取り組み）

引き続き、データの連携も推進することで、「スマート防災
ネットワーク」の課題全体の推進に貢献していく。
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